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1. はじめに 
居眠運転による交通事故は後を絶たず，特に大型ト

ラックなどにおいては悲惨な死亡事故につながるケー

スが多い．居眠りによる意識低下状態からドライバを

覚醒させる手段としては，警告ランプやアラームなど

が一般的であるが，視覚的・聴覚的にもたらされる情

報はメーター類やオーディオ機器などにより既にオー

バーフロー気味である． 
本研究では，新たに 4 種類の香りを用いて，香りに

よる覚醒効果の違いについて検証した． 

2. 香り提示システムの構成 
図 1 に今回作成したシステムを示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 システム構成 

 
このシステムは，近赤外カメラでドライバの顔を撮

像し，画像処理技術によって居眠りを検知すると共に

電磁バルブを制御することによって確実かつ安定にド

ライバへ香りを提示することが可能である． 

3. 検証実験 
検証に際しては，図 1 の香り提示システムを搭載し

た定置式ドライビングシミュレータを用いた．検証方

法としては，20 代男性 5 名の被験者に高速道路を模

擬したコースを 100km/h で定速走行してもらい，視察

判定での意識状態が意識低下状態であり，かつ，運転

動作に変化が確認された時点で香りを提示する[1]．
覚醒効果については、意識低下に伴う横方向のふらつ

き度合いに注目し，センターラインからの距離のばら

つきを算出して比較検証した．具体的には走行ログか

ら得たセンターラインと自車位置との距離に対して

30 秒ごとの標準偏差を算出する．この値がしきい値

（0.4）以下となった場合を覚醒状態とした．提示す

る香りには，覚醒効果の期待できるペパーミント，ユ

ーカリ，ローズマリー，レモンの 4 種類を用いた[2]． 

4. 実験結果 
図 2 はある被験者におけるセンターラインからの距

離の標準偏差と意識状態の関係の例を表し，図 3 は香

りの種類による覚醒時間の違いを表している． 

図 2 走行軌道と意識状態の関係 

 
  図 3 香りの種類による覚醒時間の比較 

  
図 2 の結果においては，意識低下状態で香りを提示

することによって，約 7 分間の覚醒していることが明

確に確認できる．また図 3 の結果においては，香りの

種類によって覚醒持続時間が異なり，レモンに対して

ペパーミントの効果は 3 倍程度であることが確認され

た． 

5. むすび 
本研究では，香り提示システムを試作してドライバ

の意識低下に対する覚醒効果に関してドライビングシ

ミュレータによる実験検証を行った．その結果，香り

の種類による覚醒効果の違いが検証された．今後の課

題としては最適な提示シーケンスや提示量の検討など

があげられる． 
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